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2広報やまがた 2006.3

山
県
市
で
は
、
平
成
十
六
年

六
月
に
平
成
十
六
年
度
か
ら
十

八
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し

た
山
県
市
行
政
改
革
大
綱
お
よ

び
山
県
市
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
（
以
下
「
第
一
次
山
県
市

行
革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
」

と
い
う
。）
を
策
定
し
、
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。こ

う
し
た
中
、
す
べ
て
の
地

方
公
共
団
体
で
平
成
十
七
年
度

か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
の
具
体

的
取
り
組
み
を
示
し
た
計
画

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
を
、
平

成
十
七
年
度
中
に
策
定
す
る
よ

う
国
か
ら
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他

の
自
治
体
と
の
比
較
が
可
能
と

な
り
、
成
果
な
ど
が
よ
り
わ
か

り
や
す
く
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。本

市
で
は
、
計
画
期
間
の
途

中
で
す
が
、
第
一
次
山
県
市
行

革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
を
踏

ま
え
て
、
新
た
に
第
二
次
山
県

市
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
第
二

次
山
県
市
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
集
中

改
革
プ
ラ
ン
と
し
て
位
置
付
け

ま
す
。

1．

策
定
の
背
景

　
こ
の
ほ
ど
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
山
県

　
こ
の
ほ
ど
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
山
県

市
行
政
改
革
推
進
本
部
」
で
の
協
議
と
、
市
民

市
行
政
改
革
推
進
本
部
」
で
の
協
議
と
、
市
民

の
有
識
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
山
県
市
行
政

の
有
識
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
山
県
市
行
政

改
革
推
進
委
員
会
」
か
ら
の
行
政
改
革
に
関
す

改
革
推
進
委
員
会
」
か
ら
の
行
政
改
革
に
関
す

る
答
申
を
経
て
、
第
二
次
山
県
市
行
政
改
革
大

る
答
申
を
経
て
、
第
二
次
山
県
市
行
政
改
革
大

綱
お
よ
び
第
二
次
山
県
市
行
政
改
革
大
綱
実
施

綱
お
よ
び
第
二
次
山
県
市
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
�

　
今
後
、
市
で
は
こ
の
大
綱
と
実
施
計
画
に
基

　
今
後
、
市
で
は
こ
の
大
綱
と
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
積
極
的
に
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

づ
き
、
積
極
的
に
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。
�

　
大
綱
と
実
施
計
画
の
全
容
に
つ
い
て
は
山
県

　
大
綱
と
実
施
計
画
の
全
容
に
つ
い
て
は
山
県

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
ほ
ど
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
山
県

市
行
政
改
革
推
進
本
部
」
で
の
協
議
と
、
市
民

の
有
識
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
山
県
市
行
政

改
革
推
進
委
員
会
」
か
ら
の
行
政
改
革
に
関
す

る
答
申
を
経
て
、
第
二
次
山
県
市
行
政
改
革
大

綱
お
よ
び
第
二
次
山
県
市
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
�

　
今
後
、
市
で
は
こ
の
大
綱
と
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
積
極
的
に
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。
�

　
大
綱
と
実
施
計
画
の
全
容
に
つ
い
て
は
山
県

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
�
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１．

合
併
前
お
よ
び

合
併
時
の
取
り
組
み

●
小
中
学
校
の
統
合

●
遊
休
土
地
の
利
活
用
と
売
却

●
内
部
情
報
の
電
子
一
元
化
管

理
●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

●
グ

※
　
　

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
導
入

な
ど

2．

こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み

２．

合
併
後
の
取
り
組
み

●
地
域
情
報
化
、
防
災
無
線
な

ど
の
基
盤
整
備

●
自
主
防
災
組
織
の
育
成

●
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
美
山
荘
」

の
民
営
化

●
保
育
所
の
統
合

●
敬
老
会
、
成
人
式
な
ど
の
実

施
方
法
の
見
直
し

●
定
員
管
理
に
つ
い
て

（
下
表
参
照
）

1．進捗状況内容

※進捗状況
1 未着手 2 予定より遅れている　　　　3 予定どおり進んでいる
4 予定より早く進んでいる 5 完了

2．経費節減額

節減額合計　　55,021千円
○経費節減効果のあった主な項目

経常的経費の見直し …………50,478千円 補助金の見直し ……………2,000千円
美山荘の民営化 ………………2,466千円

※グループウェア
庁内情報ネットワークシステムを利用し、特定グループ内の情報を共有することによって、事務
作業の効率化を図るためのシステムです。現在、本市では、特定・不特定職員への業務連絡、出退
勤管理、会議室・公用車等の予約などに利用しています。

※進捗状況 1 2 3 4 5 計

件　　　　数 6 13 27 2 3 51
割　 合 （％） 11.8 25.5 52.9 3.9 5.9 100

●第1次山県市行政大綱実施計画　平成16年度進捗状況

平成11年度の職員数は、合併前の山県郡3町村および3町村
で構成する一部事務組合の職員数の合計

職員数削減実績
平成11年度 455人
平成17年度 412人
削減率 9.5％

敬老会

山県市デジタル移動無線システム

平成11年度から平成16年度
までの全国平均　　　4.6％（ ）

●
第
一
次
山
県
市
行
革
大
綱

お
よ
び
実
施
計
画
の
取
り

組
み
　
　
（
下
表
参
照
）
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①
第
一
次
山
県
市
総
合
計
画
と

の
整
合
性
を
図
る
。

②
個
別
の
課
題
に
踏
み
込
ん
だ

事
務
事
業
の
見
直
し
、
事
務

の
効
率
化
な
ど
を
進
め
て
、

行
財
政
構
造
の
質
的
な
転
換

を
目
指
し
持
続
可
能
な
堅
固

な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
努
め

る
。

③
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を

推
進
す
る
た
め
、
適
正
な
人

員
配
置
に
よ
り
定
員
適
正
化

を
図
る
。

④
職
員
一
人
ひ
と
り
が
責
任
感

と
使
命
感
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
意
識
改
革
に
取
り
組
み
、

よ
り
一
層
の
職
員
資
質
向
上

と
人
材
育
成
に
努
め
る
。

⑤
市
民
に
と
っ
て
「
親
し
み
や

す
く
」「
わ
か
り
や
す
い
」

行
政
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、

組
織
改
革
に
努
め
る
。

計
画
期
間

平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
一

年
度
ま
で
の
五
年
間

推
進
体
制

市
民
の
有
識
者
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
「
山
県
市
行
政
改
革
推

進
委
員
会
」
か
ら
助
言
を
得
な

が
ら
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る

「
山
県
市
行
政
改
革
推
進
本
部
」

が
中
心
と
な
っ
て
行
政
改
革
を

推
進
し
ま
す
。

進
捗
管
理

進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
で
速

や
か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、

E
メ
ー
ル
や
意
見
箱
な
ど
で
、

市
民
の
声
を
受
け
入
れ
る
体
制

を
整
え
、
そ
の
都
度
、
点
検
・

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

１．

事
務
事
業
の
再
編
・

整
理
、
廃
止
・
統
合

緊
急
性
、
優
先
性
、
効
率
性

な
ど
を
勘
案
し
て
、
市
と
し
て

実
施
す
べ
き
事
務
事
業
の
適
正

な
選
択
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
実
情
に
応
じ
て
、

事
務
事
業
の
廃
止
・
縮
小
・
統

合
な
ど
、
徹
底
し
た
整
理
合
理

化
を
図
り
ま
す
。

○
主
な
項
目

広
報
の
見
直
し
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
学
校

裁
量
権
の
拡
大
検
討
、
山
県
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
受
入
体
制

の
見
直
し

２．

民
間
委
託
等
の
推
進

（
指
定
管
理
者
制
度
を
含
む
）

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
検

討
を
機
に
、
す
べ
て
の
公
の
施

設
の
管
理
の
あ
り
方
を
再
点
検

し
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
向

上
と
行
政
運
営
の
効
率
化
を
推

進
し
ま
す
。

○
主
な
項
目

外
部
委
託
お
よ
び
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
（
社
会
教
育
施

設
、
観
光
施
設
な
ど
）

3．

策
定
方
針

4．

計
画
期
間
お
よ
び

推
進
体
制

5．

基
本
目
標

３．

定
員
管
理
の
適
正
化

組
織
の
統
廃
合
や
民
間
委
託

な
ど
を
推
進
し
、
人
員
の
削
減

を
図
る
と
と
も
に
、
権
限
移
譲
、

災
害
対
策
な
ど
の
新
た
な
業
務

の
発
生
に
対
し
て
は
、
人
員
の

配
置
転
換
な
ど
に
よ
り
対
応
し

ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
将
来
の
職
員
構
成
を
見

据
え
た
計
画
的
な
採
用
に
努
め

ま
す
。

○
主
な
項
目

職
員
数
の
削
減

削減目標
平成17年4月1日現在職員数 412人
（特別行政部門、公営企業部門含む）

平成22年4月1日職員数目標 392人
（特別行政部門、公営企業部門含む）

純減人数　　20人　　　　純減率 4.9％

市長の訓示を受ける職員

※
１

（1）（2）

（3）
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４．

給
与
の
適
正
化
な
ど

財
政
事
情
や
社
会
経
済
情
勢

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
給
与
の
適

正
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
年
功
序
列
的
人
事
シ

ス
テ
ム
か
ら
能
力
・
成
果
に
応

じ
た
公
平
性
の
高
い
人
事
管
理

へ
移
行
し
ま
す
。

○
主
な
項
目

評
価
制
度
の
充
実
、
降
任
希

望
制
度
の
実
施
、
旅
費
支
給
額

の
見
直
し
、
特
殊
勤
務
手
当
の

見
直
し

５．

組
織
・
機
構
の
見
直

し
本
庁
組
織
に
つ
い
て
は
極
力

ス
リ
ム
化
を
図
り
、
新
た
な
行

政
課
題
な
ど
に
対
し
て
は
ス
ク

ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
基
本
と
し

て
、
時
代
の
要
請
に
す
ば
や
く
、

そ
し
て
的
確
に
対
応
で
き
る
組

織
・
機
構
の
整
備
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
機
動
力
の
あ
る
危
機
管
理
体

制
を
構
築
し
ま
す
。

○
主
な
項
目

組
織
の
見
直
し
、
公
民
館
運

営
の
充
実
、
危
機
管
理
体
制
の

一
層
推
進
し
ま
す
。

○
主
な
項
目

地
域
情
報
化
の
円
滑
な
推

進
、
行
政
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し

た
防
犯
体
制
の
推
進

進８．

情
報
化
の
推
進

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事

務
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
C

C
Y
な
ど
の
高
度
情
報
通
信
技

術
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
総
合
利
用
に
つ
い
て
も

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
道
路
地
図
情
報
な
ど

の
行
政
情
報
の
電
子
化
を
よ
り

整
備

６．

経
費
節
減
な
ど
の
財

政
効
果

ア．

経
常
的
経
費
の
節
減

公
共
施
設
管
理
・
単
純
労
働

事
務
な
ど
の
民
間
委
託
、
嘱
託

化
の
拡
大
検
討
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
光
熱
水
費
、
消
耗
品

費
な
ど
の
経
常
的
経
費
の
節
減

を
図
り
ま
す
。

○
主
な
項
目

経
常
的
経
費
の
見
直
し
、
公

園
管
理
コ
ス
ト
削
減

イ．

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の

見
直
し

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
適

正
な
負
担
水
準
に
基
づ
く
金
額

の
再
設
定
や
各
種
受
益
者
負
担

金
に
お
け
る
減
免
の
あ
り
方
を

検
討
し
、
受
益
者
負
担
原
則
の

適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
徴

収
体
制
に
つ
い
て
も
強
化
し
ま

す
。

○
主
な
項
目

保
育
料
の
適
正
化
、
補
助
金

の
見
直
し
、
歳
入
金
の
徴
収
率

の
向
上
対
策
の
充
実

ウ．

財
政
の
長
期
計
画

長
期
計
画
に
基
づ
く
優
先
事

業
の
明
確
化
と
重
点
配
分
を
行

う
と
と
も
に
効
率
的
・
効
果
的

な
予
算
編
成
・
執
行
体
制
を
確

立
し
ま
す
。

○
主
な
項
目

効
率
的
・
効
果
的
な
予
算
編

成
・
執
行
体
制
の
確
立
、
わ
か

り
や
す
い
財
政
情
報
の
公
開
な

ど７．

職
員
の
資
質
向
上
と

職
場
の
活
性
化

公
務
員
と
し
て

の
使
命
感
と
責
任

感
を
も
ち
、
幅
広

い
教
養
や
見
識
と

魅
力
あ
る
人
間
性

を
備
え
た
職
員
を

育
成
す
る
た
め
、

職
員
研
修
の
効
果

的
な
運
用
と
充
実

を
図
り
ま
す
。

○
主
な
項
目

研
修
制
度
の
充

実
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
推

CCY局舎調整卓

※
３

※
２
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9．

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上窓口
業
務
に
つ
い
て
は
、
業

務
に
精
通
し
た
職
員
の
配
置
に

努
め
、
接
遇
研
修
な
ど
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
す
ば
や
く
、
ま

た
心
の
か
よ
っ
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

○
主
な
項
目

市
民
窓
口
の
充
実
、
意
見
箱

の
設
置
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
明

確
化
〔
「（
仮
称
）
福
祉
便
利
帳
」

の
作
成
〕

10．

市
民
と
の
協
働

市
民
と
の
協
働
関
係
の
構
築

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
参
加

を
一
層
推
進
さ
せ
、
市
民
の
声

を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。

○
主
な
項
目

市
民
と
の
協
働
で
推
進
す
る

健
康
づ
く
り
、
市
民
参
画
の
施

設
運
営

11．

地
方
公
営
企
業
の
経

営
健
全
化

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
老

朽
施
設
の
適
正
な
更
新
に
努

め
、
よ
り
確
実
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
確
保
の
た
め
、
簡
易
水
道
事

業
の
統
合
を
図
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
経
営
合
理
化
の
た
め

の
給
水
区
域
の
統
合
を
検
討
し

ま
す
。

使
用
料
な
ど
の
受
益
者
負
担

金
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
へ
わ

か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
し
て

適
正
化
に
努
め
ま
す
。

○
主
な
項
目

給
水
区
域
の
見
直
し
、
水

道
・
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用

料
の
見
直
し

12．

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど

の
見
直
し

現
在
長
期
保
有
し
て
い
る
土

地
の
早
期
事
業
化
に
よ
る
買
戻

し
に
努
め
る
と
と
も
に
、
資
金

調
達
に
つ
い
て
は
、
低
利
な
資

金
の
調
達
方
法
を
検
討
し
ま

す
。

○
主
な
項
目

経
営
体
質
の
改
善

※
１

指
定
管
理
者
制
度

平
成
十
五
年
の
地
方
自
治

法
改
正
に
よ
り
、
特
段
の
制

限
な
く
あ
ら
ゆ
る
団
体
に
公

の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
新
た
な
制
度
で
す
。
指
定

管
理
者
制
度
は
、
民
間
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、

経
費
の
削
減
と
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

※
２

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド

ス
ク
ラ
ッ
プ
（
経
費
を
削

減
す
る
た
め
に
事
業
を
見
直

し
た
り
、
廃
止
し
た
り
す
る

こ
と
）
が
な
け
れ
ば
、
ビ
ル

ド
（
新
た
に
事
業
を
お
こ
し

た
り
予
算
を
増
額
す
る
こ

と
）
は
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

※
３

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

計
画
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
職

場
で
勤
務
さ
せ
た
り
、
各
種

研
修
を
受
け
さ
せ
る
方
法
で

す
。

※
４

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
な
上
下
水

道
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
話
な

ど
の
供
給
シ
ス
テ
ム
の
こ
と

で
す
。

円
原
配
水
池

健康ウォーキング

※
４
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一
月
八
日
、
高
富
中
央
公
民
館
で
平

成
十
八
年
山
県
市
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
出
初
式
で
は
永
年
勤
続
表
彰
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次

の
方
々
で
す
。

岐
阜
県
知
事
表
彰

▼
永
年
勤
続
功
労
章

渡
邉
晴
臣

▼
勤
続
功
労
章

安
田
一
彦

▼
功
労
章

矢
　
修
二
　
桐
山
武
　
大

山
忠

▼
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞

棚
橋
守
（
妻
）
厚
代
　
堀
好
宏
（
妻
）

志
保
　
恩
田
剛
寿
（
妻
）
有
希

▼
感
謝
状
（
社
会
貢
献
事
業
所
）
岐
阜

北
農
業
協
同
組
合
　
株
式
会
社
オ
ン
ダ

製
作
所

岐
阜
地
域
振
興
局
長
表
彰

野
学
　
木
村
政
彦
　
宇
野
伴
成

宇
野
孝
司
　
矢
　
俊
弘

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

▼
功
績
章

小
島
裕
二
　
恩
田
康
雄

森
忠
広
　
服
部
裕
司
　
宇
野
長
久
　
木

田
洋
典
　
大
沢
正
道
　
中
村
亘
　
武
藤

和
明
　
大
西
美
千
晴
　
恩
田
剛
寿
　
山

田
浩
徳

山
県
市
長
表
彰
（
勤
続
十
年
）

大
西
美
千
晴
　
大
西
隆
広
　
　
野
学

吉
村
幸
司
　
田
中
隆
之
　
多
田
和
人

堀
幸
泰
　
恩
田
剛
寿
　
恩
田
洋
　
杉
山

智
之

山
県
市
消
防
協
会
長
表
彰

▼
勤
労
章
（
勤
続
十
年
）

山
田
竜
政

佐
村
文
平
　
野
村
孝
宏
　
棚
橋
守
　
大

西
美
千
晴
　
大
西
隆
広
　
　
野
学
　
吉

村
幸
司
　
田
中
隆
之
　
多
田
和
人
　
木

村
政
彦
　
澤
田
昌
彦
　
堀
好
宏
　
木
村

育
男
　
堀
幸
泰
　
恩
田
剛
寿
　
恩
田
洋

杉
山
智
之
　
林
敏
郎
　
牧
野
正
之
　
松

浦
真
一
　
横
山
浩
人

▼
感
状

古
川
有
良
　
深
尾
浩
司
　
田

中
誠
　
藤
根
寛
　
中
村
久
志
　
深
見
守

尚
　
岡
田
陽
樹
　
川
田
宗
弘
　
村
瀬
文

也
　
高
橋
幸
嗣
　
加
藤
一
成
　
福
田
光

弘
　
三
島
竜
二
　
市
原
啓
司
　
田
浦
潤

鈴
木
雄
一
朗
　
山
田
貴
人
　
角
田
裕
和

和
田
淳
　
原
淳
悟
　
三
井
隆
　
三
井
睦

三
井
悟
　
宇
野
義
邦
　
千
葉
純
　
棚
橋

和
夫
　
土
田
智
也
　
小
見
山
隆
太
郎

西
川
信
也
　
高
井
重
典
　
長
野
年
克

田
垣
裕
司
　
田
中
裕
紀
　
田
中
政
成

江
川
祐
輔
　
前
平
和
宏
　
西
森
洋
二

新
木
敏
教
　
丹
所
億
　
住
吉
達
也
　
山

田
竜
史
　
川
崎
重
徳
　
花
村
重
良
　
川

出
輝
仁
　
山
田
晶
　
舩
戸
克
明
　
清
水

智
也
　
臼
井
康
介
　
山
田
克
明

山
県
市
消
防
団
長
表
彰

▼
七
年
表
彰

小
島
裕
二
　
恩
田
康
雄

福
井
淳
　
岡
田
陽
樹
　
川
田
宗
弘
　
矢

�
修
二
　
川
田
健
一
　
高
橋
伸
昌
　
木

田
洋
典
　
宇
野
伴
成
　
杉
山
憲
一
　
宇

野
孝
司
　
大
野
宏
幸
　
千
葉
純
　
浅
野

直
樹
　
角
守
修
　
大
村
英
治
　
棚
橋
大

吾
　
土
田
浩
二
　
大
西
隆
広
　
宮
川
慎

司
　
田
中
裕
哉
　
吉
村
幸
博
　
田
中
直

弘
　
山
田
冬
樹
　
早
川
渉
　
市
川
利
津

松
浦
宣
幸
　
住
吉
達
也
　
早
矢
仕
永
訓

杉
山
博
志
　
尾
関
英
司
　
前
平
和
宏

恩
田
政
典
　
早
川
晃
央
　
福
島
一
成

山
口
健
次
　
高
瀬
永
宗
　
丹
所
輝
朗

中
原
誠
　
藤
田
寿
実
男
　
山
田
竜
史

宇
佐
見
貴
輝
　
山
口
隆
　
恩
田
淳
司

小
澤
増
美
　
荒
深
喜
久
彦
　
山
口
哲
史

杉
山
竜
也

▼
五
年
表
彰

田
口
友
広
　
福
井
章
人

宇
野
良
二
　
大
野
峰
和
　
山
田
浩
司

鬼
頭
昌
弘
　
岡
田
精
　
藤
瀬
智
之
　
土

井
正
樹
　
恩
田
勝
彦
　
松
影
紀
彦
　
杉

山
彰
　
木
田
智
也
　
土
田
洋
司
　
宇
野

長
久
　
大
野
慎
司
　
武
藤
展
幸
　
村
瀬

克
明
　
渡
辺
章
弘
　
上
野
泰
英
　
棚
橋

博
　
高
井
重
典
　
川
島
輝
彦
　
横
山
大

輔
　
高
橋
忍
　
横
山
泰
治
　
横
山
昌
志

木
村
司
　
井
川
佳
泰
　
横
山
太
一
　
宮

川
英
也
　
長
野
史
学
　
田
中
紀
明
　
西

森
洋
二
　
小
原
昭
彦
　
恩
田
和
親
　
植

村
学
　
木
村
洋
伸
　
木
村
純
弘
　
山
田

智
弘
　
堀
常
真
　
丹
所
億
　
山
口
厚

宮
川
栄
幸
　
林
純
士
　
花
村
重
良
　
野
々

村
峰
典
　
恩
田
和
弘
　
花
村
厚
輝
　
松

井
善
徳
　
小
森
英
和
　
山
田
晶
　
酒
井

大
地
　
恩
田
剛
　
山
田
哲
也
　
長
屋
和

幸
　
藤
根
寛
　
福
田
光
弘

▼
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
出
場
隊
員
表
彰

玉
井
幸
二
　
山
田
吉
和
　
中
島
謙
二

横
山
覚
　
中
原
慎
司
　
柴
田
譲

（財）
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軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
な
ど
の

主
た
る
定
置
場
の
あ
る
市
町
村
に
お
い

て
、
四
月
一
日
現
在
に
軽
自
動
車
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
さ
れ
ま
す
。

（
月
割
り
課
税
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
）

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

転
出
、
譲
渡
、
廃
車
、
所
有
者
の
死

亡
な
ど
で
登
録
事
項
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
車
両
の
種
類
に
応
じ
て
、

左
の
機
関
で
相
談
の
う
え
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
と
引
き
続
き
課
税

さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
は
三
月
末
ま
で
に
お
こ
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

現在、軽自動車などを使用していない

のに、納税通知書が届きました。どうし

たらよいのでしょうか。

軽自動車などを使用せず、そのまま所有
していると課税されてしまいます。譲渡ま

たは廃車される場合には、早めに関係機関で手
続きをお願いします。

昨年、軽自動車などを他人に譲ったの

に、納税通知書が届きました。どうして

ですか。

軽自動車などを譲渡されたときに、関係
機関で必要な手続きを行いましたか。

手続きが行われないまま譲渡されても、登録
上の所有者（納税義務者）に変更が生じていな
いため、4月1日（賦課期日）に所有者として登
録されている人に納税通知書が届くことになり

軽
自
動
車
な
ど
の

手
続
き
に
つ
い
て

原動機付自転車（125cc以下のバイク）

小型特殊自動車

軽自動車検査協会岐阜事務所
岐阜市柳津町高桑西5丁目27番地
電話（058）279-1134

山県市役所　総務部　税務課
電話 22-6822

中部運輸局岐阜運輸支局
岐阜市日置江2648-1
電話（058）279-3711
（050）5540-2053

125cc超の二輪車

軽　自　動　車

手続先

手続先

手続先

ます。早めに関係機関で変更手続きをしてくだ
さい。

原動機付自転車を盗難されました。ど

うしたらよいでしょうか。

直ちに最寄りの警察に盗難届を提出して
ください。

その際、届出年月日、被害年月日、届出警察
署の名称や受理番号（すぐには付番されない場
合もあります）を確認して控えておいてくださ
い。
その後、税務課で軽自動車税に関する必要な

手続きをしてください。手続きをされないと、
そのまま課税し続けてしまいます。また、盗難
車両が発見された場合にも、税務課で手続きが
必要になります。なお、ナンバープレートのみ
の盗難も多発しています。この場合にも、上記
の手続きが必要になります。

A

A

Q1

A

Q3

Q2

軽自動車税�

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て�

各
種
手
続
き
は
お
早
め
に

各
種
手
続
き
は
お
早
め
に�
各
種
手
続
き
は
お
早
め
に�

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
　
　
22
・
6
8
2
2
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身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
る
人
が
、

健
全
な
社
会
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
軽
自
動

車
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
か
ら
新
た
に
減
免
を

受
け
よ
う
と
さ
れ
る
人
や
平
成
十
七
年

度
に
減
免
を
受
け
ら
れ
た
人
で
障
害
の

程
度
が
変
わ
っ
た
り
、
軽
自
動
車
を
買

い
換
え
ら
れ
た
り
し
て
内
容
が
変
更
さ

れ
た
人
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で

次
の
物
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

●
車
検
証

●
運
転
免
許
証

●
印
鑑

申
請
期
限
は
四
月
二
十
四
日
　
ま
で

で
す
。

※
平
成
十
七
年
度
に
減
免
を
受
け
ら
れ

た
人
に
は
三
月
上
旬
に
通
知
し
ま

す
。

※
公
益
の
た
め
や
そ
の
業
務
で
使
用
さ

れ
て
い
る
軽
自
動
車
の
税
も
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く

は
税
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

に
つ
い
て�

各
種
手
続
き
は
お
早
め
に�

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て�

（月）
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1月10日、市教育センターで今後の学校づくりに
生かそうと生徒自ら発案された交流会に、各校の生
徒会執行部、校長、生徒会顧問関係者約20人が参
加しました。
高富中は生徒会憲章の作成など学校づくりに向け

た活動、伊自良中は、スローガン「POSITIVE
LIFE」のもとで行ってきたボランティア活動、美山
中は、あいさつ、掃除、福祉などの重点的な5つの
取り組みなど各学校の活動を発表しました。生徒た
ちは、他校のよさを自校の活動に取り入れようと意
欲的。質疑が飛び交う活気ある交流会になりました。

人との関わりを大切に
市内中学校生徒会執行部交流会

今年度伊自良北小六年生は、総合学習の時間
に「伊自良の食を探る」をテーマとして取り組
んでいます。
1月31日、児童たちは総合的な学習の時間で

育てたそばを使ってそば打ちを体験しました。
児童たちは、昨年の8月にそばの種を畑にまき、
12月に収穫。その後乾燥させてから1月20日に
そば粉にしました。
この日児童たちは、校区内のそば店経営者に

指導を受け、自分たちが育てたそばを心を込め
て打ちました。

一
いち

からそば作りを勉強
伊自良北小六年生がそば打ち学習

1月18日、山県市シルバー人材センターが子
どもとの接し方を学ぶ講習会を開催しました。
公民館などで放課後に児童の世話をするみち

くさクラブや市内のスーパーの室内遊技場など
で働く会員約20人が参加し、絵本の読み聞かせ
や子どもとの接し方などを学びました。
読み聞かせの講習では、美山ジョイフル倶楽

部などで読み聞かせをしている武藤晴美さんを
講師に招き、「絵本に入り込むことが大事」と
いう熱心なアドバイスのもと、会員たちは順番
に絵本の読み聞かせに挑戦しました。

子どもとの接し方を学びました
シルバー人材センタ－接遇研修
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1月17日、乾保育園で園児26人が新年お楽し
み会で、お正月らしい遊びをしました。
同園では、「集団遊びを通して昔からのルー

ル遊びを大切にしよう」と毎年行われています。
園児らはグループに分かれ、すごろく、福笑

い、ボーリングなどを楽しみました。すごろく
では、サイコロを元気よく投げみんなで目の数
を数えながら楽しくゴールを目指しました。こ
のほかにも、たこ揚げに挑戦しにぎやかな声が
大空に響きました。

ルール遊びは大事だね　
乾保育園新年お楽しみ会

1月11日、高富公民館で開催した「いこいの
広場」で認知予防のために音読会を行いました。
参加した24人が4班に分かれ、美山地域に伝わ
る民話「お佐多川」「樫瀬の引っ越し」「スット
ンさとモルゾ」の3つを交代に声を出して楽し
そうに読みました。
声に出して読むことを心がけ、毎日家でも読

むことを習慣にできたらいいですね。

民話で脳の柔軟体操！
いこいの広場

1月23日、高木に建設予定の山県市高富浄化セ
ンター（仮称）建設工事起工式を行いました。
この浄化センターは、高富、富岡小学校区の下

水処理施設で約1万5,000人が使用することが見込
まれ、平成20年4月に一部供用を開始する予定で
す。
この日は、市長や市議、工事関係者が工事の安

全を祈願しました。

快適な生活環境づくりを目指して
高富浄化センター（仮称）建設工事起工式
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1 月 27日、今年度大桑地区で実施している
「高齢者交通安全大学校」の一環として、三田
洞自動車学校で「シルバーセーフティースクー
ル」を開催しました。
この講習会は、運転免許証を持たない高齢者

約40人を対象に、三田洞自動車学校の講師か
ら歩行者が被害にあう事故の発生状況の講話や
屋外での体験学習などが行われました。

事故にあわないために
シルバーセーフティースクール

このほど、高富の山田照子さんが、長年にわ
たり母子自立指導員として母子寡婦の支援をさ
れてきたことで厚生労働大臣から表彰を受けら
れました。
また、高富の杉山すみゑさんと藤倉の村瀬成

子さんが長年寡婦であるという困難を克服し自
立更正されたとして県福祉関係表彰で県知事表
彰を受けられました。
おめでとうございました。

困難を克服した人、手助けされた人
山田さんが厚生労働大臣表彰
杉山、村瀬さんが県知事表彰

このほど、曽我部光宗市選挙管理委員会委員
長が長年選挙事務に功労があったとして、総務
大臣から表彰を受けられました。
また、藤田市太市選挙管理委員会委員も長年

選挙事務に功労されたことにより総務大臣から
感謝状が送られました。
曽我部委員長は昭和55年から高富町選挙管

理委員に、藤田委員は昭和52年から美山町選
挙管理委員になられ公平忠実に選挙事務にあた
られてきました。おめでとうございます。

長年の選挙事務に功労されました
総務大臣から表彰と感謝状
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1月31日、大桑小学校でなわとび大会が行わ
れました。
大桑小学校では12月からクラス単位での大縄

跳びなどに取り組んできており、県教育委員会
が主催する「チャレンジスポーツｉｎぎふ」に登
録し、県下の他校の児童と競い合いながら記録
を伸ばしてきました。また、速くとぶための工
夫をしたり、励まし合ったりして学級づくりも
進めてきました。
この日はその集大成としての大会で児童たち

は、日ごろの練習の成果を十分に発揮し今まで
以上の記録を出せるよう必死にがんばっていま
した。

たくさんとべたかな
大桑小でなわとび大会

このほど、第55回社会を明るくする運動作文
コンテストに小学生の作品で最優秀の県実施委
員会委員長賞を受賞した西尾しおりさんが、市
長を表敬しました。
西尾さんは、高富小学校の6年生で家族のき

ずなが社会を明るくすると主張。夏休みの宿題
として書いた今回の作文。「思ったこと、日常
のことを書いたのですらすらと書けました。幼
児への虐待など悲しい事件が世の中からなくな
ればと思います」と西尾さんは話されていまし
た。

高富小の西尾さん最優秀賞
県の「社会を明るくする運動」作文

2月2日、市役所大会議室で財務行政懇話会
が開催されました。
この懇話会は、財務省東海財務局岐阜財務事

務所が主催。同事務所の石原恭介所長が「我が
国財政の現状と課題」と題し講演されました。
石原所長は用意された資料をもとに、現代社

会が抱える問題点や今後の財政の課題などをわ
かりやすく説明されました。

約120人が国の財政状況を勉強
財務行政懇話会
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第26回ことばを育てる学習会が、2月5日高
富中央公民館で行われました。
この学習会は、ピッコロ療育センターの「親

の会」が主催し、毎年行われています。
今回は、岐阜大学の柚木馥

ふく

名誉教授の「わが
子を見守る－のんき、根気、元気が必ず子供の
姿に現れてくるはず－」と題した講演や親によ
る体験発表が行われました。柚木名誉教授は、
ユーモアを交えながら、子どもとの接し方など
を話されました。

のんびりと育てることが大事
第26回ことばを育てる学習会

2月6日、山県市消防本部で消防職員意見発
表会を開催しました。
この発表会は、南北消防署の予選会を通過し

た6人が消防防災に関するテーマを制限時間内
で発表し、内容や話し方、態度などを点数化し
競いました。
発表者は消防防災の最前線で感じる意見や提

言を堂々と発表しました。
この発表会での上位2人は、3月に各務原市

で行われる岐阜地区大会に出場します。

自らの体験をもとに発表
消防職員意見発表会

第78回選抜高校野球大会出場校に決まった
岐阜城北高校。
同校のメンバーとして出場されることになっ

た中島直也さんが2月6日、市長を表敬されま
した。
中島さんは小学3年生の時、高富野球スポー

ツ少年団に入団、高校入学までは投手として活
躍。現在は同校総合学科の2年で、長打力と勝
負強い打撃が特徴の右投げ左打ちの一塁手とし
て厳しい練習にはげんでいます。
中島さんは、「堅い守りとつなぐ野球に徹し、

仲間を信じてがんばります」と力強く話してい
ました。

春のセンバツに出場
高富の中島選手が甲子園に
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割引なし�
現金で毎月納付すると�

162,960円�
（13,580円×12回）�

国民年金保険料　162,960円�

納め方で納付金額が違います。あなたはどれを選んでますか？�

660円割引�
現金で半年前納すると�

161,640円�
（80,820円×2回）�

2,890円割引�
現金で1年前納すると�

160,070円�

480円割引�
口座振替で毎月納付すると�

162,480円�
（13,540円×12回）�

930円割引�
口座振替で半年納付すると�

160,070円�
（80,550円×2回）�

3,420円割引�
口座振替で1年前納すると�

159,540円�

ここに記載した金
額は、平成17年の
国民年金保険料です。�

　納付書による前納希望の場合は早めに連絡し
てください。�
　岐阜北社会保険事務所へ連絡すると、「前納
用納付書」が送られてきます。納期限までに納
めてください。�
　口座振替の前納希望の場合は、3月中旬までに
手続きをしてください。�
　「国民年金保険料口座振替(変更)申出書」を指
定口座の金融機関か郵便局、岐阜北社会保険事
務所へ提出してください。指定された口座から
納期日に引き落としされます。�

※国民年金保険料口座振替（変更）申出書は、各金融機
関や郵便局などの窓口にあります。また社会保険事務
所や市役所、各支所の窓口にもあります。��

�
�
　5月以降でも前納を希望される場合でも手続き
ができます。割引料金など詳しいことは、岐阜北
社会保険事務所へおたずねください。�
■問い合わせ先　　岐阜北社会保険事務所�
　　　　　　　　　　　　　　　　058-294-6363�

　　　　　　　　　市民課　　　　22-6827�

�

前納の手続きをするには�

途中からでも手続きできます�

～国民年金保険料の前納制度～�
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（内容）

規則や勉強に縛られた生活の王子が、町の子どもたちとの
出会いにより、友情を深めていく物語を、歌と踊りとお芝
居により演じます。
（みどころ）

プロの演技指導と歌唱指導により、こどもたちはどんどん
個性を発揮し、大人たちと一緒に舞台を創り上げています。
生き生きと自信に満ちた子どもの姿をご覧ください。

開場　午後1時30分
開演　午後2時

場所　花咲きホール

子どもミュージカル

実　施　日 内　　　　　容 料　 金 発 売 日

06月17日　
19：00～

公共ホール音楽活性化事業
マリンバ・コンサート

大　人 1,000円
高校生以下 500円
［全指定席］

4月14日

05月27日　
18：30～

寺井尚子ジャズライブ
情熱的で躍動感溢れる人気のジャズ・
ヴァイオリン奏者によるコンサート

大　人 2,000円
高校生以下 1,000円
［全指定席］

3月17日

04月15日　
18：30～

ワールド・パーカッションライブ
“和太鼓四神”による韓国とアフリカ
の伝統打楽器共演

大　人 1,000円
高校生以下 500円
［全指定席］

3月 1 日

出　演

王子　　　　　　　森田　采

ハバットおばさん　小川茂子

村の子どもたち　　子どもミュージカル応募の

子どもたち15人

侍従長　　　　　　林　孝明

女官　　　　　　　山田眞理子・笠井収子ほか

役人ほか　　　　　山県市の皆さん

高校生以上　500円

中学生以下 無料
（事前に整理券をお求めください）

好評発売中

チケット

〔※全指定席〕

※完売の場合、当日券はありません。当日券は各500円増。

（土）

（土）

（土）

（水）

（金）

（金）
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ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

随
時
募
集
し
て
い
ま
す

募
集

文化の里　花咲きホール
36ー2323
36ー2777

hanasaki＠city.gifu-yamagata.lg.jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

ピアノの弾き込み

一般公開のお知らせ

次の日程でピアノの弾き込みを行っています。
午後のゆったりとした時間を楽しみに来てはいかがですか。
■日時　3月10日（金）、17日（金）、24日（金）、31日（金）いずれも午後2時～

花咲きホール、古田紹欽記念館、伊自良図書館、
総合体育館、高富・伊自良・美山中央公民館、
教育委員会文化課、山県市役所会計課
開館、開庁日の午前9時～午後5時

チケット取り扱い場所・時間問
い
合
わ
せ
先

古田紹欽記念館では、お茶のボランティア
会員（グループを含む）を募集しています。
活動内容としては記念館が主催する茶会
などで、茶会を受け持っていただいたり、ス
タッフとして協力をしていただきます。
ボランティア会員として協力していただけ
る人には、稽古などで記念館を使用する場
合の減免などの特典のほか、会員限定の交
流会などで茶会を楽しんでいただく機会も
設けています。
■対 象 者 市内在住の茶道経験者

（個人・グループ・流派を問わず）
■応募方法 電話、FAXまたは直接記念館

に申し込みください。
■応募期間 随時

■申込・問い合わせ先
古田紹欽記念館 36－1023

36－3321

古田紹欽記念館では、玄関横に附属する
コミュニティスペースを地域振興につなが
る活動を行うグループや団体などを対象に
貸し出しを行います。
なお、申し込みが複数の場合は調整をさ

せていただきます。
◆面　　積 約29平方メートル
◆使用方法 展示および特産品などの販売

（飲食物調理販売は不可）
◆貸出期間 平成18年4月1日～

平成19年3月31日
※1日単位で短期間でも可。ただし、申し込み
が複数の場合は、貸出期間が長い方を優先。
◆使 用 料 1日1,050円（内容により減免

あり）
◆申込方法 3月23日（木）までに、当記

念館に直接申し込みしてくだ
さい。

FAX

FAX



■
た
ん
ぱ
く
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と
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き
は
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体
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作
る
も
と
（
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肉
や
つ

め
、
血
管
、
皮
膚
や
髪
の
毛
な
ど
）

に
な
り
ま
す
。

種
類
は

動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
（
肉
類
、
魚

介
類
、
卵
、
牛
乳
）
と
植
物
性
た
ん

ぱ
く
質
（
大
豆
、
納
豆
、
豆
腐
）
が

あ
り
ま
す
。

栄
養
教
室
で
は
高
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者
で
も
簡
単

に
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
調
理
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元
気
な
高
齢
者
は
、
食
生
活
も
健
全
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
決

し
て
す
べ
て
の
人
に
は
あ
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。「
食
」
の
ば
ら
つ
き
、

偏
り
は
ど
の
年
代
に
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
低
栄
養
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

低
栄
養
予
防
に
は

た
ん
ぱ
く
質
の
十
分
な
摂
取
が
必
要

低
栄
養
に
は

動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
が
大
切

講
演
会
の
お
知
ら
せ

長
寿
の
人
が
「
粗
食
」
を
健
康
の

秘
け
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
大
学
の
調

査
に
よ
る
と
高
齢
者
が
元
気
に
長
生

き
す
る
に
は
「
肉
や
油
脂
を
よ
く
と

っ
て
栄
養
を
改
善
す
る
こ
と
」
が
ま

ず
重
要
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。山

県
市
で
は
岐
阜
女
子
大
学
家
政

学
部
健
康
栄
養
学
科
の
学
生
に
協
力

い
た
だ
き
、
三
会
場
で
低
栄
養
予
防

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
学

習
し
た
こ
と
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

■
教
室
の
目
的

高
齢
者
の
低
栄
養
を
予
防
し
、
寝

た
き
り
や
認
知
症
を
予
防
す
る

■
教
室
の
内
容

身
体
計
測
、
血
液
検
査
、
食
事
調

査
毎
回
、
試
食
四
回
、
歯
科
検
診
、

体
操
な
ど
一
会
場
に
つ
き
八
回
コ
ー

ス■
低
栄
養
と
は

低
栄
養
と
は
、
簡
単
に
言
う
と

「
栄
養
失
調
状
態
」
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

低
栄
養
の
判
定
に
は
、
血
清
ア
ル

ブ
ミ
ン
値
を
主
に
用
い
ま
す
。

血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値

三
・
五
　
　
以
下
　
低
栄
養

四
・
〇
　
　
以
上
　
良
好

■
低
栄
養
の
影
響

低
栄
養
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
発
症
、
進
行
を

促
す
。
寝
た
き
り
、
認
知
症
の
原
因

と
な
る
。

■
低
栄
養
の
原
因

一．

単
一
的
な
食
生
活
習
慣

（
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
も
の
ば
か
り

の
食
事
）

二．

機
能
の
低
下

（
よ
く
噛
め
な
い
、
消
化
吸
収
が
悪

い
な
ど
）

三．

食
事
に
関
す
る
関
心
が
薄
い
。

（
知
ら
な
い
、
知
ろ
う
と
し
な
い
、

工
夫
し
な
い
）

四．

た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
不
足

（
粗
食
で
い
い
と
思
っ
て
い
る
、

肉
や
魚
が
必
要
な
こ
と
を
知
ら
な

い
）

の
仕
方
や
、
電
子
レ
ン
ジ
の
使
い

方
、
電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
た
料
理
の

仕
方
、
レ
ト
ル
ト
食
品
の
利
用
の
工

夫
、
一
日
に
と
る
量
の
実
際
量
を
見

る
な
ど
今
日
か
ら
で
き
る
よ
う
な
内

容
で
学
習
し
ま
し
た
。

食
事
調
査
で
は
普
段
な
に
げ
な
く

食
べ
て
い
る
食
事
で
ど
ん
な
栄
養
素

が
足
り
な
く
て
、
ど
ん
な
栄
養
素
が

足
り
て
い
る
か
一
人
ひ
と
り
分
析
を

し
て
、
気
を
つ
け
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

面
倒
く
さ
が
ら
ず
、
ち
ょ
っ
と
し

た
一
工
夫
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
ま
す
ま
す
元
気
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
食
材
を
と
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

山県市在宅介護支援センター �22―6838

山県市社協在宅介護支援センター �52―2800

椿野苑在宅介護支援センター �22―6003

桜美寮在宅介護支援センター �36―2013

在宅介護支援センターでは高齢者の生活
や介護について相談を受けています。

認
知
症
の
人
を
介
護
さ
れ
た
体

験
を
聞
き
、正
し
い
理
解
と
今
後

の
か
か
わ
り
方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
演
題

「
認
知
症
を
理
解
す
る
た
め
に
」

▼
講
師

認
知
症
を
か
か
え
る
家
族
の
会

▼
日
時

三
月
二
十
二
日
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
三
階

（水）
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3月中に届きます�
新しい介護保険被保険者証�

　保険証は、第1号被保険者（65歳以上）
と第2号被保険者（40歳から64歳）で、
要支援・要介護と認定されている人に交
付されます。�
　保険証が届いたら、住所、氏名、生年月
日などに誤りがないかを必ず確認してくだ
さい。�
�
保険証はこんなときに必要です�
◎要介護認定を申請（更新）するとき�
◎介護サービス計画の作成を依頼するとき�
◎介護サービスを利用するとき�
※介護保険の申請などが必要になったとき
のために大切に保管しましょう。�

新しい保険証には有効期限が
なくなりました�

　特別な理由もなく介護保険料を納めないでいると、滞納していた期間に応じて介護保険
サービスを利用するときに下のような措置がとられますので注意してください。�

1年以上�
滞納した場合�

　介護サービスを利用するとき、いったん利用料の
全額（10割）を自己負担し、市窓口で申請すれば費
用の9割が払い戻しされます。（償還払い）�

1年6か月以上�
滞納した場合�

　サービス利用料の償還払い支給が一部または、全
額差し止めになります。さらに滞納が続くと差し止
められた金額が滞納保険料の納付にあてられます。�

2年以上�
 滞納した場合�

　介護保険料未納期間に応じて、サービス利用料が
1割から3割に引き上げられたり、高額介護サービス
費が受けられなくなります。�

※保険料徴収の権利は、2年で時効です。��
　2年以上滞納した介護保険料をあとから納めようとしても、さかのぼって納めることができ
ません。納付できない理由がある場合はそのままにせず、必ずご相談ください。�

介護保険料の納め忘れに注意！�

介護保険�
【問い合わせ先】�

長寿福祉課　　22-6838
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地
域
で
す
す
め
る
食
育

 問い合わせ先　健康課　�22－6839

わ
が
家
の
食
卓
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
家
族
の
健
康
管
理
を
す

る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
食
生
活
改
善

推
進
員
は
、「
食
生
活
を
改
善
す
る

人
」
で
女
性
の
豊
か
な
感
性
と
知
性

を
軸
に
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
結
集

さ
れ
組
織
の
力
を
生
か
し
て
近
隣
か

ら
地
域
住
民
へ
と
食
生
活
改
善
の
実

践
の
和
を
広
げ
て
い
ま
す
。

”私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手

で
“
を
合
言
葉
に
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」

の
愛
称
で
食
生
活
を
通
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
百
十
一
人
の
会
員
が
、
資
質

向
上
を
目
的
に
研
修
を
重
ね
て
い
ま

す
。

◆
活
動
は

高
齢
者
支
援
と
し
て
い
こ
い
の
広

場
で
の
調
理
支
援
。

「
健
康
日
本
21
」
目
標
達
成
の
た

め
、
日
常
の
生
活
習
慣
を
あ
ら
た

め
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
た
め
、
男
性
を
対
象
と
し
た
「
男

子
厨
房
ク
ラ
ブ
」
の
開
催
。

地
域
伝
達
講
習
と
し
て
、推
進
員

以
外
の
地
域
の
人
へ
の
料
理
講
習
会
。

小
学
生
を
対
象
と
し
た
夏
休
み
お

や
こ
料
理
教
室
を
各
地
域
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

身
体
に
必
要
な
食
べ
物
、
食
の
大
切

さ
を
伝
え
、
好
ま
し
い
食
習
慣
と
豊

か
な
心
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
食
教
育
を
推

進
す
る
た
め
、
今
年
度
食
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
食
の
問
題
に

危
機
感
を
感
じ
受
講
す
る
人
、
子
育

食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介

て
真
っ
最
中
の
母
親
は
学
校
で
子
ど

も
が
食
育
を
学
ぶ
の
で
自
分
も
勉
強

し
て
お
き
た
い
な
ど
動
機
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、三
十
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

食
育
の
必
要
性
や
地
域
で
の
進
め

方
を
学
習
し
、
食
育
の
幅
の
広
さ
を

改
め
て
認
識
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
を
、
媒
体
（
紙
芝
居
・
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
）
を
利
用
し
た
食
育
を
す

る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
班
と
子
ど
も

た
ち
が
実
際
に
調
理
を
体
験
し
、
食

育
を
進
め
る
ク
ッ
キ
ン
グ
班
に
分
か
れ

て
活
動
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

上
の
写
真
は
、十
一
月
二
十
日
健

康
フェ
ア
で
の
食
育
教
室
の
様
子
で
す
。

★
来
年
度
は

食
育
は
子
ど
も
た
ち
の
世
界
だ
け

で
な
く
、
生
涯
を
通
じ
て
必
要
で

す
。
子
ど
も
た
ち
に
恥
じ
な
い
よ
う

大
人
も
食
に
つ
い
て
、
今
一
度
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

山
県
市
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、

地
域
で
の
普
及
活
動
を
推
進
し
ま

す
。
食
に
つ
い
て
・
料
理
を
学
び
た

い
人
は
、
一
グ
ル
ー
プ
五
人
以
上
で

出
張
料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
事
務
局
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。食

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
、

主
に
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
班
は

市
内
乳
幼
児
学
級
や
保
育
園
な
ど
。

ク
ッ
キ
ン
グ
班
は
子
ど
も
た
ち
の

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
開
催
を
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
食
の
支
援
に
よ
り
、
心
身
と

も
に
豊
か
で
元
気
な
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会

事
務
局
（
健
康
課
内
）

22
―

6
8
3
9

22
―

2
1
1
7

山
県
市
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会

食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

FAX
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参加者は、3月1日午前9時より申込受付けを開始します。（電話での受付もできます。）
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※くわしいことは各施設におたずねください。

3月�

※参加したい方はクラブへの申し込みが必要ですので各施設へおたずねください。

行　　　事

子どもげんきはうす 23-2323

お別れ会

お別れ会

いちごクラブ（1歳児）

めろんクラブ（2歳児）

10:30～

10:30～

火

水

14日

15日

ク　　　ラ　　　ス時　間曜日日

行　　　事

高富児童館 22-4750

保育園のお友達と遊ぶピヨピヨクラブ（1歳児）
ケロケロクラブ（2歳児） 合同10:30～水8日

ク　　　ラ　　　ス時　間曜日日

持　　　　ち　　　　物

高富児童館 22-4750
定員行　　事　　名時　間曜日日

しきし1枚・ハンカチ09:00～12:00 切り絵4 日

4 日

11 日

12 日

18 日

土

土

10人

材料費300円・お茶・エプロン・ビニール袋・食器拭き
用タオル・ハンカチ

13:15～15:30
（時間厳守）

パン教室
（高富公民館集合解散）

15人

しきし1枚・ハンカチ09:00～12:00 切り絵 10人

ハンカチ・お茶

10:00～12:00

将棋クラブ

土

10人　材料費500円・花器・はさみ

09:00～11:00

アレンジフラワー土

25 日 ハンカチ・お茶10:00～12:00 ドミノで遊ぼう土

日

持　　　　ち　　　　物

子どもげんきはうす 23-2323

お茶・大きめのハンカチ

お茶・ハンカチ

お茶・ハンカチ

茶道

竹馬検定（雨天：ゲーム遊び）

一輪車検定（雨天：ゲーム遊び）

10人

10人

10人

10:00～

10:00～

10:00～

土

土

土

11日

18日

25日

定員行　　事　　名時　間曜日日

人形劇団「ぽけっと」の

腹話術と人形劇

3月22日（水）10:30～
ピヨピヨ・ケロケロ・
いちご・めろんクラブ合同

場　所：子どもげんきはうす

平
成
十
八
年
度

幼
児
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

市
内
在
住
か
在
勤
の
人
を
対
象
に
幼

児
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
楽
し

く
創
作
活
動
や
集
団
遊
び
し
ま
す
。

一
歳
児

平
成
十
六
年
四
月
二
日
〜

平
成
十
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ

二
歳
児

平
成
十
五
年
四
月
二
日
〜

平
成
十
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ

◆
高
富
児
童
館

☆
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ク
ラ
ブ
（
一
歳
児
）

毎
月
第
一
・
第
三
火
曜
日

☆
ケ
ロ
ケ
ロ
ク
ラ
ブ
（
二
歳
児
）

毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

◆
子
ど
も
げ
ん
き
は
う
す

☆
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
（
一
歳
児
）

毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

☆
め
ろ
ん
ク
ラ
ブ
二
歳
児

毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日

◆
申
込
方
法

各
施
設
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付

三
月
一
日
　
〜

四
月
二
十
二
日
　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
富
児
童
館
　
　

22
―

4
7
5
0

子
ど
も
げ
ん
き
は
う
す23

―

2
3
2
3

（水）

（土）
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3月05日（日） 軽スポーツ研修会

3月11日（土） バレーボールヤング交流大会兼クラブ対抗試合

3月12日（日） 小学生山県市体育協会長杯バレーボール大会

3月19日（日） バレーボール9人制招待試合

3月21日（祝） 第4回心想流空手道ジュニア交流試合

～3月の総合体育館スポーツイベント～

図
書
館
職
員

▼
募
集
人
員

一
人

▼
賃
金

日
額
五
千
六
百
円

▼
勤
務
内
容

図
書
の
収
集
、
整
理
、

管
理
お
よ
び
窓
口
業
務

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分
の
う
ち
実
働
七
時
間

▼
勤
務
地

伊
自
良
図
書
館

▼
雇
用
期
間

平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

火
曜
日
〜
日
曜
日
（
第
三

日
曜
日
を
除
く
）
の
週
三
日
程
度

▼
資
格

十
八
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満

の
人

▼
応
募
方
法

三
月
十
七
日
�
ま
で
に

履
歴
書
を
伊
自
良
図
書
館
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

伊
自
良
図
書
館
　
�
36
―

3
3
3
9

給
食
調
理
員

▼
募
集
人
員

二
人

▼
賃
金

日
額
五
千
七
百
円

▼
勤
務
内
容

給
食
調
理

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
三
時
十
五
分（
実
働
六
時
間
）

▼
勤
務
地

市
内
小
中
学
校

▼
雇
用
期
間

平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）

▼
資
格
、
条
件

十
八
歳
以
上
五
十
歳
未
満

調
理
経
験
の
あ
る
人

▼
待
遇

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
加
入

▼
応
募
方
法

三
月
十
七
日
�
ま
で

に
履
歴
書
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
　
　
�
36
―

3
3
0
3

教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め

「
山
県
市
教
育
人
材
バ
ン
ク
」
の
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
主
に
、
学
校
の

授
業
を
補
助
し
て
い
た
だ
く
先
生
、

児
童
・
生
徒
の
相
談
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
く
先
生
、
図
書
館
の
運
営
を
補

助
し
て
い
た
だ
く
先
生
と
し
て
登
録

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
要
が
生
じ

た
時
に
面
接
な
ど
を
行
い
、
採
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
登
録
の
要
件

Ⅰ
類

小
学
校
あ
る
い
は
中
学
校
の

お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場�

日
日
雇
用
職
員
募
集

予
備
自
衛
官
補
募
集

教
育
職
員
免
許
状
を
取
得
し
て
い
る
人

Ⅱ
類

学
士
の
称
号
ま
た
は
保
育
士

な
ど
の
資
格
な
ど
を
有
し
、
教
育
相

談
に
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
い
る
人

Ⅲ
類

司
書
教
諭
の
免
許
状
を
取
得

し
て
い
る
人

▼
応
募
方
法

申
込
締
め
切
り
日
は
な
く
、随
時
受

付
中
で
す
。
登
録
申
込
書（
学
校
教
育

課
に
あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、学
校
教
育
課（
伊
自
良
支

所
内
）ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
　
　
�
36
―

3
3
0
3

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
必
要
な
訓
練

を
受
け
、
終
了
後
に
予
備
自
衛
官
と
な

る
制
度
で
す
。

▼
採
用
区
分

一
般
と
技
能

▼
採
用
対
象

自
衛
官
未
経
験
者

▼
採
用
年
齢

一
般

十
八
歳
以
上
三
十
四
歳
未
満

技
能

語
学
・
医
療
技
術
・
整
備
な

ど
技
能
保
有
者
で
十
八
歳
以
上
五
十

五
歳
未
満

（
資
格
に
よ
り
上
限
が
異
な
る
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
岐
阜
募
集
案
内
所

�
0
5
8
―

2
6
2
―

1
8
1
8

山
県
市
教
育
人
材
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

（金）

（金）
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年末・年始にかけて例年にない大雪となり、暖
房器具が欠かせない日常生活の中、各地で住宅火
災が発生し亡くなられた人もおられます。3月と
いっても、まだまだ寒い時期であり、空気が乾燥
して火災の発生しやすい季節です。また、火災原
因のトップに上げられるのが放火。一度、火の元
や家の周囲を確認してみましょう
チェック項目

1．家の周りに燃えやすい物が置かれていませんか？

2．倉庫や物置または空家でも、鍵は必ずかけて

ありますか？

3．家の周りは明るいですか？

4．留守にする場合は、隣近所に一声かけていま

すか？

★家庭に役立つ豆知識（天ぷら油の危険性）

天ぷら油は、温度が約360～380℃以上になれ
ば、口火（火源）がなくても熱により自然と発火
します。料理をするときの油の量は平均して1�
未満ですが、油を加熱すると約20～30分でこの
温度に達します。また、鍋に揚げカス等が残って
いれば、200℃近くでも発火
します。
揚げ物をする場合はその場
を離れないように、また離れ
る場合はガスを切りましょう。

3月1日（水）～ 3月7日（火）は春の全国火災予防運動
『あなたです　火のあるくらしの　見はり役』

火事・救急・救助は119番
山県市消防本部 22－0119

体
力
に
合
わ
せ
無
理
せ
ず
「
太
極
拳

で
健
康
づ
く
り
」
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
受
講
料：

無
料

▼
日
時

三
月
十
日
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

▼
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

岐
阜
県
武
術
太
極
拳
連
盟

理
事
　
大
沢
藍
未
先
生

参
加
希
望
の
方
は
、
三
月
九
日
　
ま
で

に
健
康
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

お
茶
・
タ
オ
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
　
　

22
―

6
8
3
9

22
―

2
1
1
7

市
内
在
住
、
在
勤
人
協
賛
企
業
の
関

係
者
を
対
象（
男
女
年
令
問
わ
ず
）に
健

康
づ
く
り
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

三
月
二
十
六
日
　

▼
場
所

高
富
ゴ
ル
フ
倶
楽
部（
大
桑
）

▼
定
員

百
六
十
人
（
先
着
順
）

詳
し
い
こ
と
は
商
工
会
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

商
工
会
　
　
　

36
―

2
6
3
3

美
し
い
自
然
に
包
ま
れ
た
山
県
市
。

こ
こ
に
は
四
季
折
々
に
姿
を
変
え
る
自

然
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
人
の
営
み
が
あ

り
ま
す
。

山
県
市
観
光
協
会
で
は
、
平
成
十
八

年
に
撮
影
し
た
作
品
で
、
自
然
の
表
情

や
風
景
な
ど
季
節
感
あ
ふ
れ
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

「
来
て
・
観
て
　
岐
阜
や
ま
が
た
の

四
季
」

▼
作
品

カ
ラ
ー
四
つ
切
り
の
プ
リ
ン
ト
単
写

真
（
デ
ジ
タ
ル
写
真
可
）（
四
つ
切
り

ワ
イ
ド
・
ス
ラ
イ
ド
・
組
写
真
・
合
成

写
真
・
合
成
デ
ジ
タ
ル
処
理
は
不
可
）

◆
作
品
応
募
受
付
期
間

平
成
十
九
年
一
月
四
日
　
〜
一
月
三

十
一
日
　
必
着

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

観
光
協
会
事
務
局（
産
業
振
興
課
内
）

22
―

6
8
3
0

第
二
回
岐
阜
や
ま
が
た

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト,
06作

品
募
集

山
県
市
健
康
づ
く
り

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催

「
健
康
づ
く
り
市
民
講
座
」

（木）

（水）

（金）

（木）

FAX

（日）
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義
務
教
育
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た

め
、
経
済
的
理
由
か
ら
就
学
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
に
学
用
品
費
、
給
食
費
な

ど
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

一．

生
活
保
護
家
庭
で
な
く
な
っ
た
人

二．

市
町
村
民
税
の
非
課
税
ま
た
は
減

免
の
扱
い
を
受
け
た
人
（
前
の
年
に

転
入
さ
れ
た
人
は
、
市
町
村
民
税
の

課
税
の
状
況
な
ど
が
把
握
で
き
な
い

た
め
、
前
住
所
地
の
課
税
証
明
書
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

三．

個
人
事
業
税
の
減
免
の
扱
い
を
受

け
た
人

四．

固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
た
人

（
家
屋
新
築
に
よ
る
減
免
は
除
く
）

五．

国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
を
受
け

た
人

六．

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
受
け

た
人

七．

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い

る
人
（
母
子
家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ

る
手
当
）

八．

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
を
受
け
て

い
る
人

九．

右
の
一
〜
八
に
該
当
し
な
い
が
、

保
護
者
が
死
亡
ま
た
は
、
災
害
に
あ

っ
た
場
合
な
ど
、
特
別
な
事
情
が
あ

る
人
（
源
泉
徴
収
票
、
所
得
証
明
書

等
前
年
の
収
入
状
況
を
証
明
す
る
書

類
を
添
付
）

▼
申
請
手
続
き

平
成
十
八
年
度
の
就
学
援
助
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
申
請
書
（
学
校
教
育
課

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
地
域
の
担
当
民
生
児
童
委

員
に
諸
事
情
な
ど
を
説
明
の
う
え
、
民

生
児
童
委
員
を
経
由
し
て
四
月
二
十
日

�
ま
で
に
各
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
　
　
�
36
―

3
3
0
3

納
税
者
が
他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
の
比
較
を
通
じ
て
、
自
己
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
た
め
、
価
格
等
縦
覧
簿
を

縦
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
土

地
や
家
屋
を
有
償
で
借
り
て
い
る
人
も

対
象
資
産
を
限
定
し
て
閲
覧
で
き
ま

す
。

■
固
定
資
産
税
の
縦
覧

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
期
間

四
月
三
日
�
〜
五
月
一
日
�

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

②
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分

③
場
所

税
務
課

④
縦
覧
で
き
る
人

�
市
内
に
土
地
ま
た
は
家
屋
を
所
有

す
る
納
税
義
務
者
及
び
同
居
の
家

族
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け

を
所
有
す
る
納
税
者
の
人
は
以
下
の

場
合
に
な
り
ま
す
。

土
地
の
み
所
有
す
る
納
税
者

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
み
縦
覧

可
能

家
屋
の
み
所
有
す
る
納
税
者

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
み
縦
覧

可
能

�
納
税
管
理
人

⑤
縦
覧
で
き
る
事
項

土
地
・
所
在
、
地
番
、
地
目
、
課
税

地
積
、
当
該
年
度
の
価
格

家
屋
・
所
在
、
地
番
、
構
造
、
種
類
、

床
面
積
、
当
該
年
度
の
価
格
、
建
築

年
＊
土
地
、
家
屋
の
所
有
者
や
税
額
な
ど

は
、
縦
覧
の
対
象
に
は
含
み
ま
せ

ん
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳
兼
名
寄
帳
の
閲

覧
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
期
間

四
月
三
日
�
〜

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日
�

（
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

を
除
く
）

②
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分

③
場
所

税
務
課
・
伊
自
良
支
所
・
美

山
支
所
・
西
武
芸
出
張
所

④
閲
覧
手
数
料

一
件
三
百
円

（
縦
覧
期
間
中
は
無
料
）

⑤
閲
覧
で
き
る
人

�
市
内
に
土
地
ま
た
は
家
屋
を
所
有

す
る
納
税
義
務
者
及
び
同
居
の
家

族
。

�
納
税
管
理
人

�
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
賃
借
権
、

そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
（
対
価
が
支
払
わ

れ
る
も
の
に
か
ぎ
り
ま
す
）
を
有

す
る
人

�
固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
を

有
す
る
人

申
請
さ
れ
る
す
べ
て
の
人
に
つ
い
て
、

申
請
時
に
印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま
た
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

等
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
�
・
�
の

人
に
つ
い
て
は
当
該
権
利
を
証
明
す
る

書
類
も
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納

税
義
務
者
の
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
　
　
　
�
22
―

6
8
2
2

就
学
を
援
助
し
ま
す

平
成
十
八
年
度
　
固
定
資
産
税

の
縦
覧
・
閲
覧
期
間

縦
覧
・
閲
覧
の
お
願
い

（木）

（月）

（月）

（一）（二）

（月）

（金）

（一）（二）（三）（四）

（三）

（四）
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もこもこもこ
（みやまジョイフル読み聞かせ）

■会　場 みやまジョイフル倶楽部
■日　時 3月 4 日（土） 午前10時～

3月17日（金） 午前10時～
■問い合わせ先 みやまジョイフル倶楽部

�55－2608

お話しピーチク読み聞かせ

■会　場 伊自良図書館
■日　時 3月 4 日（土） 午後2時～

3月11日（土） 午後2時～
3月18日（土） 午後2時～
3月25日（土） 午後2時～

■問い合わせ先 伊自良図書館
�36－3339

いない　いない　ばあ

■会　場 高富中央公民館和室
■日　時 3月16日（木） 午前10時30分～
■対　象 0～2歳児親子
■問い合わせ先 高富中央公民館

�22－3351

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。
小さい子はママと一緒に来てね。

わくわくランド

■会　場 高富中央公民館図書室
■日　時 3月18日（土） 午後1時30分～
■問い合わせ先 高富中央公民館

�22－3351

市
有
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
量
調

査
お
よ
び
空
気
中
へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛

散
を
調
べ
る
空
気
濃
度
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
七
施
設
十
一
か
所
（
高

富
小
、
桜
尾
小
、
大
桑
小
、
い
わ
桜

小
、
伊
自
良
中
、
美
山
支
所
、
高
富
中

央
公
民
館
）
で
含
有
量
一
％
を
超
え
る

ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
る
と
確
認

し
ま
し
た
。
空
気
濃
度
調
査
を
行
な
っ

た
と
こ
ろ
、
七
施
設
す
べ
て
ア
ス
ベ
ス

ト
の
飛
散
が
な
く
安
定
し
た
状
態
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
安
全
管
理
を
徹
底

す
る
た
め
、
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
平

成
十
七
年
度
中
に
全
部
除
去
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
施
設
は
平
成
十
八
年
度
以

降
順
次
除
去
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

環
境
衛
生
課
　
　
�
22
―

6
8
2
8

市
有
施
設
ア
ス
ベ
ス
ト

調
査
結
果
に
つ
い
て

3月の家庭教育講座
問い合わせ先 山県家庭教育研究所

�22－4569（代表　野沢）
講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育

てについて考えてみましょう。
■対　象 子育てにかかわる方どなたでも

※託児あります
■日　時 3月16日（木） 午前10時～　
■会　場 桜尾公民館
■テーマ 「温かい親子の人間関係」

「伊自良図書館の催し」のお知らせ
おはなしピーチクの読み聞かせ会と河合

先生による人形劇モンチャンの会（さるか
に物語）、紙芝居（赤ずきんちゃん）を計画
しました。

■日　時 3月25日（土）午後2時～4時
■場　所 伊自良図書館
■問い合わせ先 伊自良図書館 �36－3339
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3月

10日（金） 13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

※多重債務関係の相談は弁護士相談で受け付けます

弁護士相談

15日（水） 13:00～15:00
（伊）老人福祉

センター

人権擁護相談

20日（月） 13:00～15:00 美山支所

行政相談

毎週
木曜日

9:00～
12:00

美山山村開発
センター

ハッピーライフ（結婚）相談

14日（火） 10:00～15:00 （美）中央公民館

28日（火） 10:00～15:00 山県市商工会館

社会保険相談

5日（日）

12日（日）

19日（日）

21日（祝）

26日（日）

もりこどもクリニック 山県市東深瀬

森医院 山県市高富

岡本医院 山県市佐賀

なりみやクリニック 山県市高富

鳥澤医院 山県市大森

23―0321

22―1024

22―3687

22―1213

36―2311

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター

「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター

「構造改善センター」は美山構造改善センター

「（美）中央公民館」は美山中央公民館

20日（月）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

予防接種

BCG

6 日（月）

9 日（木）

受付13:00
～14:00

構造改善
センター

受付13:00
～14:00

ふれあい
センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

9 日（木）ふれあいセンター

すこやか相談
（予約必要：健康課　�22―6839）

23日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談
（予約必要：社会福祉課　�22―6837）

7 日（火） 受付10:30～13:00
ふれあい

センター

離乳食（前期）教室（3日前までに
健康課　�22―6839）へ連絡

4月6日までの予定
休日診療：2日（日）後藤医院　岐阜市三輪（�058 -229 -1031）
3歳児健診：5日（水）受付13:00～14:00 ふれあいセンター

13日（月）受付10:00～11:00
ふれあい

センター

乳幼児相談

29日（水）

受付9:30
～12:00 市役所

受付13:30
～16:00

ファミリースーパー
マルキ高富店

献血

1 日（水） 受付14:00～14:15
構造改善

センター

8日（水） 受付14:00～14:15
（伊）老人福祉

センター

1日（水） 受付13:30～13:45
構造改善

センター

8日（水） 受付13:30～13:45
（伊）老人福祉

センター

1日（水） 受付13:00～13:15
構造改善

センター

8日（水） 受付13:00～13:15
（伊）老人福祉

センター

1日（水） 受付14:00～14:15
構造改善

センター

8日（水） 受付14:00～14:15
（伊）老人福祉

センター

10・11か月児健診

3・4か月児健診

乳幼児健診

3歳児健診

1歳6か月児健診

（株）
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3月の�

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届け出をさ
れた、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届け出をされ、掲載
をご希望の人は市民課（�22－6827）までご連絡ください。

6日

2日

月
・
木
曜
日

2日

9日

14日

22日

24日

25日

富波

谷合

8日

14日24日中洞
7日

岩佐

乾

北武芸

1日
原

4日
23日

北山

7日
洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

29日
30日21日

1日
長滝・平井・掛・松
尾・上願

9日2日大桑

8日

18日

3日桜尾

28日27日梅原

15日
高木（高木東・阿原を
除く）

15日
16日11日

17日西深瀬

13日
14日18日東深瀬・高木東・阿原

火
・
金
曜
日

15日佐賀・見晴台・金池
22日

共和町

20日

28日
20日

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

27日13日
大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・南
屋敷・石畑・美里

月
・
木
曜
日

23日

16日

10日
森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

燃える
ご　み

不燃ごみ
粗大ごみ

びん・ペッ
トボトル

カン・白
色トレイ

ゴミは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

高　富

小　倉

原

岩　佐

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

1月届出分

佐　賀

東深瀬

高　木

伊佐美

大　桑

洞　田

小　倉

原

谷　合

徳　永

富　永

高　富

東深瀬

西深瀬

高　木

洞　田

大　森

佐　野

出　戸

岩　佐

中　洞

4月から
分別収集の指定曜日が

変わります
今月配布の山県市環境衛生カレンダーをご覧ください

31,200人（－ 6）

男 15,294人（＋ 9）

女 15,906人（－ 15 ）

世帯数 9，944戸（＋ 34 ）

前月比

人口の動き（平成18年2月1日現在）
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▼
手
相
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
▼
「
あ

な
た
は
…
」
そ
う
そ
う
、
当
た
っ
て
る
。

う
れ
し
く
な
っ
て
う
な
ず
く
ば
か
り
の
私
。

だ
け
ど
ど
こ
か
で
私
の
こ
と
を
見
て
い
た

か
の
よ
う
に
、
何
か
怖
い
も
の
を
感
じ
ま

し
た
。
▼
「
こ
れ
か
ら
は
、
趣
味
を
生
か

し
て
が
ん
ば
っ
て
み
た
ら
い
い
わ
よ
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
欲
張
り
な
私
、
あ
れ
も

こ
れ
も
と
考
え
て
何
か
ら
始
め
よ
う
か
し

ら
。
運
気
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
か

な
。

（
K
）

▼
「
や
ま
が
た
の
ひ
と
」
で
柿
野
神
楽
の

取
材
を
し
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
か
ら
く
り

人
形
や
山
車
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
は
山
県
市
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
の
芸
能

も
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で

す
。
そ
う
い
っ
た
な
か
、
柿
野
神
楽
は
昨

年
、
次
世
代
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

柿
野
神
楽
や
市
内
の
伝
統
芸
能
が
末
永
く

続
く
こ
と
祈
り
ま
す
。

（
T
）
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毎
年
四
月
の
第
二
日
曜
日
は
柿

野
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

柿
野
ま
つ
り
は
、
美
山
地
域
の

柿
野
地
区
で
、
鎌
倉
時
代
末
期
に

始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
行
事
で

す
。柿

野
ま
つ
り
は
別
名
柿
野
神
楽

か
ぐ
ら

と
も
呼
ば
れ
、
目
玉
は
山
車

だ

し

で
の

か
ら
く
り
人
形
。
か
ら
く
り
人
形

は
全
部
で
三
体
あ
り
、「
ひ
め
」
と

呼
ば
れ
る
人
形
を
約
四
十
年
と
い

う
長
い
間
操
っ
て
き
た
の
が
、
服

部
昭
司
（77）
さ
ん
。

「
最
初
に
操
り
師
を
や
っ
て
く

れ
ん
か
と
近
所
の
人
た
ち
に
言
わ

れ
た
と
き
は
、
他
に
や
り
た
い
こ

と
も
あ
る
し
、
で
き
れ
ば
遠
慮
し

た
か
っ
た
の
で
す
が
…
。
し
か
し
、

神
様
の
こ
と
だ
か
ら
と
思
い
、
し

ょ
う
が
な
く
始
め
ま
し
た
」。

「
山
車
で
の
か
ら
く
り
は
、
七

人
で
行
い
ま
す
。『
ひ
め
』
は
二
人

で
操
る
の
で
相
方
と
息
を
合
わ
せ

る
の
が
と
て
も
大
切
で
す
。
相
方

の
藤
田
辰
雄
さ
ん
は
同
級
生
で
す

し
、
他
の
五
人
も
幼
な
じ
み
。
気

心
も
知
れ
て
い
ま
す
し
、
最
初
か

ら
息
も
合
い
ま
し
た
」。

「
最
初
の
二
、
三
年
は
経
験
不

足
も
あ
り
あ
ま
り
上
手
に
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
操
り
方
を
見
て
い

ま
し
た
の
で
上
達
も
早
か
っ
た
と

思
い
ま
す
」。

「
年
齢
的
な
こ
と
も
あ
り
、
以

前
か
ら
自
分
の
息
子
た
ち
に
継
い

で
欲
し
い
と
懇
願
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
の
ま
つ
り
は
全
員
が
息
子
に

役
を
譲
っ
た
の
で
す
。
時
代
の
変

化
か
ら
こ
う
い
っ
た
行
事
が
消
滅

し
て
い
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

継
い
で
く
れ
た
こ
と
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。」

「
約
四
十
年
ほ
ど
、
こ
の
ま
つ

り
の
山
車
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、

昔
は
、
出
店
も
三
十
件
は
出
て
い

ま
し
た
し
、
本
当
に
盛
大
で
た
く

さ
ん
の
観
光
客
も
来
て
い
ま
し
た
。

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
山
車
を
揺
ら
し
た

り
す
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
大
き

な
事
故
も
な
く
無
事
終
え
ら
れ
た

こ
と
が
何
よ
り
で
す
。
そ
し
て
一

緒
に
や
っ
て
き
た
友
人
に
も
感
謝

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
」。

「
最
後
に
、
こ
れ
以
上
の
こ
と

は
望
み
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
域
に

伝
わ
る
ま
つ
り
を
こ
れ
か
ら
も
ぜ

ひ
継
続
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
」。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

継
続
し
て
ほ
し
い

さ
ん
さ
ん�

服
　
部
　
昭
　
司

服
　
部
　
昭
　
司�

は
っ
は
っ�

と
り
と
り�

て
る
て
る�

じ�

さ
ん�

服
　
部
　
昭
　
司�

は
っ�

と
り�

て
る�

じ�

左から、藤田包裕
かねひろ

さん、服部昭司さん、藤田辰雄さん

FAX


